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小 さな島 の二 つの気候

原　　 昭　宏＊

フィジー(Fiji)の休日は雨に終始した。着いた日

（8月26日）から帰る日（8月30日）まで毎日雨が降っ

た。休みなく降っているわけではなく，曇り空から思

い出したように雨が落ちて来る。そのような天気のた

め，非常に涼しく，上着がほしいくらいだった。南半

球だから冬であるとはいえ，南緯17°20',ハワイのオア

フ島よりも低緯度であるというのに。出発前に調べた

ところでは，4月から11月までは乾季ということだっ

たので，“中緯度高圧帯の支配下に入るのだな”と私

なりに納得し，輝やく太陽のもと，すきとおった珊瑚

礁の海でマリンレジャーを楽しむつもりであったのが，

まったくあてがはずれた。水泳パンツもサングラスも

スーツケ－スに納まったまま, 18,000kmを往復したの

であった。なぜこのようなことになったのか。現地で

入手した文献や地図を調べ，野外観察をした（遊びに

行っても商売気が抜けないのは良いのか悪いのか）結

果わかったことであったが，どうやら私の滞在した場

所,ビチレブ(Viti Levu）島の南岸パシフィックハーバ

－，が悪 かっ たようであ る。　こ の こ と を説 明す る前 に，

フ ィ ジー の 地 理的 バ ッ ク グ ラウ ン ド につ い て 簡 単 に ふ

れ てお く必 要 が あ る だろ う。

フィジー諸島は西南太平洋に散在する諸島群のほぼ

中 央 ，ト ン ガ王 国 と ニューヘ ブ リ デ ス の間, 東 経176 °53’

か ら西経178 °12’。 お よ び南 緯15 °42’か ら20 °02’の間 に

位 置 し て い る。 フ ィジ ー 諸 島 は180 °の 子 午 線 の東 西 に

ま たが っ て い る が， 国 際 日付 変 更 線 は 西 半球 側 に折 れ

曲 っ て， フ ィ ジー 全 体 が一 つ の時 間 帯 に 入 る よ うに な

つている。南北方向の広がりは東西方向のそれにくら

べて大きいが，おもな島々は南緯15°42’から20°02’の

間に分布している。これはオーストラリアのケアンズ，

タヒチ，リオデジャネイロとほぼ同じ緯度である。フ

ィジー諸島は約194,000km2の範囲に散在しているが，

陸地面積はほぼ10％の18,200 km2 に過ぎない。島の数

は約500。小さな岩礁まで入れれば850といわれるが，

人が住んでいるのはそのうちの100くらいである。最も

大きいのはビチレブ島で面積10,345km1, 2番目がその

北東に隣接しているバヌアレブ（VanuaLevu）島で面

積9,915km2。この二島で総面積の87％を占める。特に

ビ チ レブ 島 はあ ら ゆる 面 でフ ィジ ー の中 心的 存在 で，

人口 の73 ％ がこ の 島 に 住 み， 首 府 の スバ（Suva ）市 を

は じ め， サ ト ウ キビ の積 出 港 と し て 重 要 な ラ ウ ト カ(Lautoka),

国 際 空 港 の あ るナ ン デ ィ(Nadi あ るい はNandi)

な ど の都 市 が 発達 し てい る。

ビ チ レブ 島 は構 造 的 に は フ ィ ジ ーの 他 の大 部 分 の島

と同 じ く大 陸性 で， 太 平 洋 を と り まい て 大陸 と海 盆 を

界 す るい わゆ る安 山 岩 線 の大 陸 側 に あ る。 火山 岩， 変

成岩 ， 堆 積 岩 な ど岩 種 に 富 み， こ れ は 道路 沿 い の露 頭

に よっ て も明 ら かで あ っ た。 激 し い 褶 曲 が見 ら れ る と

ころ もあ っ て， こ の 島 が環 太 平 洋 造 山帯 に 属 し て い る

こ と を認 識 させ ら れ た。　ビチ レブ 島 は東 西140km, 南 北98km

の 楕 円形 をし て お り， 島 の 大 部分 を山 地 が 占め て

い るが， 東部 に 南 東 流 す る レワ(Rewa) 川， 西 部 に南

西 流 す る シ ガト カ(Sigatoka) 川 と北北 西 に 流 れ るバ

（Ba ま たはMba  )川 があっ て深 い 谷 を刻 んでい る。　こ

の た め， 島 の 中央 をほぼ 南 北 に走 る山 脈 が形 成 され て*愛知教育大学地理学教室
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いる(Fig.  2 )。楕円 の短軸に沿って走るこの山脈は標

高1,000～1,300 m の峰々からなり，ビチレブ島 を気候的

に東西に二分している。 Fig. 3 に示したように，1 月

には熱帯収束帯（ITCZ ）がフィジー付近にあるが，7

月には太陽 とともに北へ移動し，フィジーは南東貿易

風の支配下に入る。 そこで，夏（フィジーは南半球 に

あるため，日本とは季節が逆になることに注意）には

ビチレブ島全体 に雨が多く降 る。 冬になると， 山脈の

風上 側である島 の東半分 には雨が降 るが，風下 側の西

半分 は乾燥する。 だから，ビチレブ島 では東部 は年中

多雨，西部は乾季 と雨季 が交替するという気候 になっ

ているわけであ る。年降水量は,西部では1,800mm くら

い,東部では海岸に近い平 地で3,000mm, 山地では7,000mm

近 くにも達する。私 の滞在地は， たまたま，年中多

雨地域だっ たわけで，旅行社の宣伝文句に乗せられて，

充分 な下調 べを怠たっ たのは，地理学者としては具合

の悪いことであ る。　しかし，一般 の旅行者 は旅行社の

言うことを真に受 けて，海のレジャーを楽しむつもり

で金を払っ たのであるから， 滞在地 の不適切さは まっ

たく旅行社の責に帰せられるべきで，返品の きかない

不 良品を買 わされたようなものであ る。

それはさておき， この ような東部 と西部の気候の差

異は，景観にもはっ きりあらわれている。 国際空港の

ある西海岸のナンディから，東部 にあ る首府のスバに

向って， 南岸沿いの道路(Queen's Road と呼 ばれる)

を行 くと，町 を出 はずれてまず目に入るのは， どこ ま

でも続 くサトウキビの畑である。 周知のように，サト

ウキビの栽培には成熟期と収穫期に乾燥 が必要である。

イギリ スが植民地時代 にビチ レブ島の西部 にサトウ キ

ビのプランテー ションを開い たのは， ここに明瞭な乾

季が存在し たからであっ た。 私かここを通っ た時は，

ちょうど収穫期で， 刈り取られたサトウキビが鉄道で

Fig. 1　フィジーの位置
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運搬されてい た。 もちろん空は青 く澄みわたり， 南国

の陽の光 が燦々 と降り注いでい た。 サトウキビ畑は低

平地か， ゆるやかな丘陵地 につ くられていて，斜面の

れ て い な い土 地 は， ほ と ん ど草地 で， とこ ろ どこ ろ に

灌 木 の茂 み があ り， 喬木 は ぽ つ り ぽつ り とし か見 ら れ

ない。 か つ て訪 れ た インド の デ カ ン高 原北 部 のサ バ ナ

に よ く似 てい る。 部 分的 には 植 林 が行 われ て お り， 見

たこ との ない 針 葉 樹 （ お そら く耐 乾品 種 で あ ろ う） が

整 然 と植 え られ て い た。 フ ィジ ー で は将 来， 木材 を重

要 な 輸 出 商品 とす る 意向 で， 植 林 を 試 みて い る の だ と

い う こ と を聞 い た。 サ ト ウ キビ 畑 と サ バナ が交 互 にあ

ら われ る 風景 は シガ ト カ のあ たり まで続 く。 シ ガト カ

は シガ ト カ 川の 河 口 に あ る町 で， 北 西 岸 の ラ ウ ト カ と

並 ぶ サ ト ウ キビ の 集 散地 であ る。 フ ィ ジー 唯一 の鉄 道

は ラ ウ ト カ と シガ ト カ を結 んで お り， 沿 線 の サ トウ キ

ビ 畑 の収 穫 物 を運 び 出 すの で あ る。 シ ガト カ を過 ぎて

東 へ 進 む と， 草 地 が 少 な くな り 樹 木 がふ え て く る。 山

地 が 海 に 迫っ て い て， 平 地， 緩 傾斜 地 が少 な いこ とも

あ っ て， サ トウ キビ 畑 は完 全 に 姿 を消 し， か わっ て コ

コヤ シ が 見ら れ る よ う に なる。 ナ ン デ ィか ら3 時 間，100km

ほ ど走 っ て コロ レ ブ（Corolevu ） まで 来 る と，

植 生 は 熱帯 雨 林 の 様相 を見 せ は じめ る。 土壌 も それ ま

Fig. 2　ビチ レブ島の地形

勾配がある程度以上 になるとみられなくなる。利用さ

Fig. 3　南太平洋の風系とITC Z （福井英一郎原図に

加筆）
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での黒褐色から赤色に変 る。 私の乗っ たバ スは，　ここ

で昼 食のための休憩をとっ たのだが， このころから空

に雲 が多くなり， ポッポツと雨滴が落 ち始めた。 “熱

帯特有のシャワ ーで，1 時 間もすれば止 むだろう。”と

私は思ったのだが， 東へ進むにつれて雨 は止むどころ

か強くなり，滞在地パシフ ィッ クハーバーに着いた時

には，本格的 な雨に なっていた。 そして雨模様の天気

は滞在していた間中続いたのであった。　コロレブで出

会った雨はにわか雨ではなく，私か乾燥地帯から多雨

地帯へ入っ たというこ となのであった。地図 を見れば

わかるように， 山脈はシガトカとコロレブの間で海へ

落ち込んでいる。　し かも山地が海岸 ぎり ぎりまで迫っ

ているので，この間が明瞭な気候区 界になっ ているの

である。静岡県 くらいの小さなこの島で， このように

対照的な気候地域が存在することを経験したのは， ち

よっ とした驚 きであっ た。

帰 る日， やはり朝から雨が降っ てい た。　しかし， シ

ガトカを過 ぎると青空が広がり，行 く手は美しい夕焼

けだっ た。振 り返ると山々の頂きは厚い雲にかくれて

いた。 飛行機 に乗る前，空港近 くのホテルで食事 をし

たが，そこのノ゙ンフレットにSunyside of Fiji, Nady

と書いてあった。フィジーにはSunyside とRainy  side

の二つの顔がある。 遊ぶつ もりで来るのなら， ぜひ西

海岸に滞在すべきなのだ。私 も遊ぶつ もりで来たのだ

が， もし西海岸に滞在していたら，フ ィジーの二つ の

顔を知 らないでいたことだろう。

帰りの飛行機の中で， この旅行の最初 から抱いてい

た疑問 が解け たと思った。 その疑問というのは空港の

立地についてであった。フ ィジーで唯一 の国際空港は

ナンディにあ る。 ナンディから首府の スバまでは， 北

廻り(King's  road 経由) でも，南廻 り(Queen 夕s　road

経由)で も200km以上 あり，自動車で5 ～6 時間はかか

る。悪 名高い成田空港でさえ60km だ。 なぜこんなに離

れ た， 島の反対側に国際空港 を置いたのか。 それは気

候のせいにちがいない。 雨天日数が非常 に多いスバの

近 くでは，発着不能になる場合 が多く何かと具合が悪

いであろう。一方， ナンディでは， 冬の間は毎日晴天

が続くのである。 冬といっても7 月の平均気温22.8°C(

ナンディ, 1949 ～1961)で， 北半球主 としてアメリカ

からは避暑に， 南半球主 として オーストラリア， ニュ

ージーランドからは避寒 のために人々がやって来る多

客期なのである。 観光収 入が最大の外貨獲得手段であ

るこの国 にとって，観光 シー ズンに晴天が続 く西部に

国際空港 を置 くのは当然 のこ とだったのであろう。 た

だし， 空港立地に関する考察は立証していない。為 念。

この小文の ために参照し た主 な文 献は次 の二 つであ る。

福井 英一郎編：世 界地理11， オセアニア。朝 倉書店,1972 。G.J.A.

 Kerr and T.A.  Donnelly : Fiji in the Pacific ；a

history and geography of Fiji o The Jacaranda Press.

1976.
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